
保証規定
1. 取扱説明書、本体貼付ラベル等の注意書にしたがった正常な使用状態で、お買い上げ後1
年以内に故障した場合には無償修理または交換いたします。

2. 無償保証期間内に故障して修理を受ける場合は、オムロンお客様サービスセンターにご連
絡ください。

3. 無償保証期間内でも次の場合には有償修理になります。
（イ）使用上の誤りおよび不当な修理や改造による故障および損傷。
（ロ）お買い上げ後の落下などによる故障および損傷。
（ハ）火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、公害や電源の異常電圧、指定外の使

用電源（電圧、周波数）などによる故障および損傷。
（ニ）本書の提示がない場合。
（ホ）本書にお買い上げ年月日、お客様名、販売店名の記入のない場合、あるいは字句を

書き替えられた場合。
（ヘ）消耗部品。
（ト）故障の原因が本商品以外に起因する場合。
（チ）その他取扱説明書（本書）に記載されていない使用方法による故障および損傷。
4. 本書は再発行いたしませんので紛失しないよう大切に保管してください。
5. この保証書は本書に明示した期間、条件のもとにおいて無償保証をお約束するものです。
したがってこの保証書によってお客様の法律上の権利を制限するものではありません。

6. 補修用部品は製造打ち切り後、最低6年間保有しています。

1615289-1C

品　質　保　証　書
このたびは、オムロン商品を、お買い求めいただきありがとうございます。商品は厳重な検査を
おこない高品質を確保しております。しかし通常のご使用において万一、不具合が発生しました
ときは、保証規定によりお買い上げ後、一年間は無償修理または交換いたします。

※商品の保証は、日本国内での使用の場合に限ります。
This warranty is valid only in Japan.

※以下につきましては、必ず販売店にて、記入捺印し
ていただいてください。

お買い上げ店名

印

住所

Tel. （ ）

お買い上げ年月日 年　 月　 日

品　名　　オムロンデジタル自動血圧計

形　式　　HEM-741C

ご芳名

ご住所

Tel. （ ）

発売元

〒615-0084 京都府京都市右京区山ノ内山ノ下町24番地

取扱説明書

■このたびはオムロン商品をお買い上げいただ

きましてありがとうございました。

■安全に正しくお使いいただくため、ご使用

前にこの取扱説明書を必ずお読みください。

■いつもお手元においてご使用ください。

■本書は品質保証書を兼ねていますので、紛

失しないように保管してください。

オムロン
デジタル 自動血圧計
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●ここに示した警告サインと図記号の例は、製品を安全に正しくお使いいただき、
あなたや他の人々への危害や損害を未然に防止するためのものです。
●表示と意味は次のようになっています。

注意 
警告サイン 内　容

誤った取り扱いをすると、人が傷害を負ったり物的損害*の発生
が想定される内容を示します。
＊物的損害とは、家屋・家財および家畜・ペットに関わる拡大損害を示します。

図記号の例

注意 

記号は禁止（してはいけないこと）を示します。
具体的な禁止内容は、 の中や近くに文章や絵で示します。左図の場
合は“一般的な禁止”を示します。

記号は禁止（してはいけないこと）を示します。
具体的な禁止内容は、 の中や近くに文章や絵で示します。左図の場
合は“分解禁止”を示します。

●記号は強制（必ず守ること）を示します。
具体的な強制内容は、●の中や近くに文章や絵で示します。左図の場
合は“一般的な強制”を示します。

お願い

乾電池の液もれが起こり本体を傷めることがあります。
以下の点に気をつけてください。
• 長期間（3カ月以上）使用しないときは、乾電池を取り出しておい
てください。

• 使いきった乾電池はすぐに新しいものと交換してください。
• 古い乾電池と新しい乾電池は、混ぜて使わないでください。
• 乾電池の を間違えないようにしてください。

腕帯やエア管は無理に折り曲げたりしないでください。

エア管を取りはずすときは、無理に引き抜いたりしな
いでください。

本体に強いショックを与えたり、落としたりしないで
ください。

腕帯を腕に巻かない状態で加圧をしないでください。

測定結果の自己判断、治療は危険ですので医師の指導にし

たがってください。

･ 自己判断は、病気が悪化することがあります。

重度の血行障害または血液疾患のある方は、医師の指導の

もとご使用ください。

･ 圧迫により一時的に内出血が発生することがあります。

手動加圧をする場合は、本取扱説明書をご参照の上ご使用

ください。

･ 必要以上に加圧すると、圧迫により一時的に内出血が発

生することがあります。

乳幼児や自分で意思表示ができない人には使用しないでく

ださい。

･ 事故やトラブルの原因になります。

注意 

血圧測定以外の目的で使用しないでください。

･ 事故やトラブルの原因になります。

本機の近くで、携帯電話を使用しないでください。

･ 本体が誤動作する恐れがあります。

血圧計の本体や腕帯は、分解や改造をしないでください。

･ 正しい測定ができなくなります。
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夕食 就眠 トイレ 朝食 昼食 

1.家庭での血圧測定値は病院での血圧測定値に比べ、低め
に出る傾向があります。

2.正しい測り方をしましょう。

3.自分の血圧傾向を知りましょう。

血圧はご自分の緊張やリラックス状態によって、自分が気づいてい
ないときでも、30～50mmHgも変動することがあります。

血圧は家庭で測ると病院で測るより25～30mmHg
低くなることがあります。これは病院で測ると緊張し、
自宅では気持ちが落ち着いているためです。自宅での
安定した平常値を知っておくことが大切です。

血圧はこのように変動しやすいことをご理
解ください。

血圧の変動する要因
●呼吸
●運動
●精神の緊張
●考えごと
●環境や温度の変化など
●食事
●排尿、排便
●会話
●入浴
●飲酒
●喫煙など横浜市立大学医学部第二内科　杤久保　修先生ご提供

1日の中で、10秒おきに測ってもこんなに変動します。（直接法）

血圧を正確に測るために、正しい測り方を守ることが
大切です。5ページから8ページの説明をよくお読み
いただき、正しい測定方法で測定してください。
(1)からだの力を抜いてリラックスしてください。
(2)腕帯を左腕の正しい位置にピッタリ巻いてくださ
い。（右腕でも測定できます）

(3)腕帯を巻いた位置を心臓の高さと同じ位置にし、
全身の力を抜いてください。

●正しい巻き方
素肌の上にし
っかり巻いて

●正しい姿勢
背筋を伸ばし
てリラックス

ご自分の血圧傾向を知るためには、血圧が変動しやす
いことを理解し、毎日一定時刻に測定してください。
測定のたびに一喜一憂することなく、記録した血圧デ
ータの判断は医師の指導に任せ、健康管理に役立てま
しょう。

●正しい高さ
心臓の高さに

本　体

付属品

最高血圧表示部

最低血圧表示部

脈拍数表示部

電源スイッチ

加圧スイッチ

大人用標準腕帯

お試し用電池

対象腕周22～32cm
（上腕中央部）

（別売品としてもお買い求めいただけます。）

エアプラグ
（腕帯コネクタに接続します。）

腕帯エア管

腕帯金具

マーク布（グリーン）

※腕帯寿命は1日朝夕各2回の測定で、1年半程度です。（弊社試験条件による）
血圧を正確に測定するために早目の交換をおすすめします。
空気漏れが生じたら別売品をお買い求めください。

※別売の腕帯にはエアプラグがついていません。
エアプラグは捨てないで新しい腕帯にセットしてお使いください。

単3形（4本）

腕帯コネクタ
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1.乾電池を入れます。

2.腕帯を巻きます。

①電池カバーを矢印の方向にはずします。
②単3乾電池を の表示に合わせて入れます。
③電池カバーをスライドさせながら閉めます。

・高性能マンガン乾電池黒色（単3形・4本）で約
300回測定できます。（室温22℃、1日2回
170mmHg加圧の場合）
・付属の乾電池はモニター用ですので、300回以内に
電池寿命が切れることがあります。
・電池交換マーク「 」が点滅したら、4本同時に新しい乾電池（同じ種類のもの）と交換し
てください。放置しておくと、電池が漏液して機器が故障する恐れがあります。

乾電池の寿命と交換について

2

1

3

エアプラグを奥まで
挿入します。

布ファスナー

腕帯がはずれたときは図のよう
に金具に通してください。

左腕

右腕

腕帯は金具に通したまま
ご使用ください。

※腕帯は素肌の上に巻くのが基本で
すが、薄手の肌着の上からでも実
用的には測定可能です。厚いセー
ターなどの場合は腕まくりはせず
に、脱いでから測定してください。

①腕帯のエアプラグを本体の腕帯

コネクタに差し込みます。

②腕帯を右図のように筒状に広げます。

③エア管が手のひら側にくるようにして、腕帯を左腕に通してください。

⑥腕帯と腕の間（特にマーク布付近）にす

き間ができないよう、ピッタリ巻き上げ

ます。このとき腕の形に沿って腕帯が斜

めになっても測定値に影響ありません。

⑦手のひらを上にして軽く開き、腕帯の中

心が心臓（乳頭）の高さになるようにひ

じをテーブルまたは台の上に乗せます。

【正しい測定姿勢】測定はイスなどにゆったりと座り、気持ちをリラックスさせておこなって
ください。測定の前に深呼吸を5～6回するのもよい方法です。また、測
定時はひじを軽く曲げ、台の上からひじを浮かさないようにしてください。

【高さ調節のしかた】机とイスの高低に気をつけ、腕帯が心臓（乳頭）の位置より低くなるとき
は枕や座ぶとんなどをあてて調節してください。

腕帯は金具の所で
折り返します。

マーク布（グリーン)

エア管

エア管

1～2cm

(1) (2)

④左の手のひらを上に向け、左腕のひじ関節部の内側（腕を曲げたときにで

きる曲がりすじ）から1～2cm上に腕帯の端を合わせます。このとき、

腕帯がひじ関節にかからないよう注意してください。

※エア管の位置は、中
指の延長上にくるよ
うにしてください。

金具

右腕でも測定できます。
【右腕に巻く場合】
図のように装着してください。
1) エア管はひじの下側
2) マーク布は右腕のひじ関節の内側にく
るようにしてください。

⑤図(1)のように、腕帯の金具から出た部分を持ち、引っ張りながら、

しっかり巻き上げます。

斜めに巻いても測定値に
影響ありません。
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1.電源を
入れる

2.測る

3.電源を
切る

このときの「 」マー
クの点灯は表示確認です。
電池交換の必要はありま
せん。

すぐ離す
(3秒以内)

目標値まで、
加圧スイッチ
を押しつづけ
ます。

電源スイッチ
を押します。

腕に腕帯を巻
いて（5・6
ページ参照）
電源を入れま
す。

加圧スイッチ
を押してすぐ
離します。
（約3秒以内）

①電源スイッチを押

してください。

②初期表示

③排気中表示

④「 」マークが

表示されれば準備

完了です。

①測定を開始します。

自動的に測定が開始さ
れ、脈が検出されると、
「 」マークが点滅
を始めます。

②測定が終わります。

測定し終わると
「 」マークが点滅
し、腕帯の圧力が抜か
れます。

③測定値が表示され

ます。

加圧スイッチを押すとポンプが作動

し自動加圧がおこなわれます。約

170mmHgまで圧力が上昇すると

ポンプは自動的に停止します。

測定終了時点で、最高血圧と最低血圧が同時に
表示されます。このあと血圧値と脈拍数が交互
に表示されます。

※この時点で、「 」マークが点灯していれば、
次の測定がおこなえます。

繰り返して測定すると、腕がしだいにうっ血し
て、正しい測定ができないことがあります。続
けて測定する場合はうっ血をとってから測定し
てください。
腕帯を巻いたまま手を高く上げ、握ったり、開
いたりを15回くらい繰り返すと、うっ血がと
れて正しい測定値が得られます。

※測定中は腕やエア管
をゆらさないように
してください。

〈表示数値下降〉

血圧値表示
（約3.5秒）

脈拍数表示
（約2秒）

これで血圧測定が終
了しました。電源ス
イッチを押して電源
を切ってください。

※万一押し忘れても約
5分間で自動的に電
源が切れます。

〈測定を中止したいとき〉
電源スイッチを押してください。加圧が停
止し、急速に排気され、電源が切れます。

最高血圧が140mmHg以下と予想される場合

最高血圧が170mmHg以上と予想される場合
自動加圧設定では十分に加圧できま

せん。予想される血圧値より約30

～40mmHg高い値（目標値）まで

加圧スイッチを押しつづけます。

目標値まで加圧したら手を離します。

※手動加圧では、299mmHgまで加圧することができますが、必要以上に加
圧をしないでください。腕に一時的な内出血が発生することがあります。
※300mmHg以上加圧するとエラーになります。

〈自動再加圧するとき〉
測定初期に加圧不足と判断された場合は、自動的に
約40mmHg再加圧されることがあります。
※自動再加圧は1回のみ。
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血圧はいろいろな要因で変動しています。

次のような場合、正確な測定は出来ません
・お酒、コーヒーや紅茶を飲んだ後　・喫煙後　・入浴後　
・食後1時間以内　・腹圧のかかる姿勢

測定時のアドバイス
・排尿、排便をすませてから
・室内温度20度前後の静かな場所で
・安静時や、深呼吸して気持ちがリラックスしているときに
・毎日、同じ時間に測定します

ご注意ください
・寝たままでも測定できますが、人によって血圧値が変わることがあります
・長時間にわたって繰り返し測定しないでください

Q. 1 病院で測っ
たときと家で測ったとき
で血圧値が違うのはなぜ
ですか？

Q. 2 測るたびに
血圧値が違うのはなぜで
すか？

Q. 3 家庭での血
圧管理の大切さとは？

A. 1 血圧値は精神状態によって大き
く変化します。病院で医師や看護婦さんに測
ってもらうと、不安や緊張から高くなりがち
です。家でリラックスして測ったほうが、普
段の自分の血圧値に近い値が得られます。
（3ページをご覧ください）

A. 2 血圧は心臓の動きにあわせて、
１拍ごとに変動しています。また外気温・室
温、周囲の環境や精神状態によっても大きく
変化します。
測定結果に一喜一憂することなく、毎日同じ
時刻に測定し、日々の変化を記録観察してく
ださい。

A. 3 血圧値と測定条件（測定時間・
降圧剤等の服用・生活の状態など）を毎日記
録することは、ご自分の血圧の変化傾向を知
ることができ、健康管理に役立ちます。また、
日頃からの血圧値の記録が、医師の診断をう
けるときにも大変役に立ちます。

血圧とは
血液は、心臓というポンプの拍動（収縮したり拡張
したりすること）によって動脈へ送り出されていま
す。血液を動脈におくりだすときの圧力を「最高血
圧」といい、全身を巡った血液が戻ってきて心臓が
拡張したときの圧力を「最低血圧」といいます。

健康と血圧
「高血圧」は塩分、アルコールの摂りすぎ、肥満や運
動不足などの生活環境が大きく関係してきます。血
圧の高い状態が続くと動脈硬化が促進され、脳卒中や心筋梗塞などの危険な病気を引き起こ
しやすくなります。そこで私たちは、自分の血圧が健康な状態にあるかを知る必要がありま
す。血圧は日々変動していますので血圧の測定は、私たちの日常の健康管理に欠かせない要
素となっているのです。

世界保健機構の血圧分類
世界保健機構（WHO）、国際高血圧学会
（ISH）では、右図のように血圧の分類を制定
しています。（病院でイスに座り、上腕で測
定した値に基づいています。）
＊低血圧に定義はありませんが、一般に最高血圧が
100mmHg未満の人が低血圧とみなされています。

肺静脈 

大動脈 

小動脈 

細動脈 
毛細管 

左
心
室 

左
心
房 

肺毛細管 

肺動脈 

大静脈 

小静脈 

細静脈 

右
心
室 

右
心
房 

(mmHg)

至適血圧 
（目標値） 

正常血圧 

正常高値 

高血圧軽症 

高血圧中等症 

高血圧重症 

(mmHg)
80 85 90 100 110

120

130

140

160

180

最低血圧 

最
高
血
圧 

15～19 119.5 68.2 92.8 7.2 
20～29 125.4 75.5 83.9 16.1 
30～39 127.5 80.1 92.9 7.1 
40～49 133.3 84.8 75.6 24.4 
50～59 139.7 86.4 43.0 57.0 
60～69 146.2 85.6 33.1 66.9 
70歳以上 146.4 81.2 32.6 67.4 
全　　体 135.6 81.7 56.1 43.9 
15～19 111.5 66.4 98.5 1.5 
20～29 112.4 69.2 98.7 1.3 
30～39 116.8 72.5 93.0 7.0 
40～49 127.4 78.8 76.3 23.7 
50～59 137.2 83.2 52.1 47.9 
60～69 142.2 83.4 41.2 58.8 
70歳以上 146.7 80.4 30.7 69.3 
全　　体 130.0 77.9 66.3 33.7

日本人の平均血圧値（参考値）高齢になればなるほど、高血圧になる傾向がみられます。 
年　　代 最高血圧の平均値 

(mmHg)
最低血圧の平均値 

(mmHg)
正常血圧の割合(%) 
139mmHg以下 

高血圧の割合(%) 
140mmHg以上 

（厚生省　平成7年国民栄養調査による） 

※WHO/ISH* 血圧分類による(1999年改訂）
*International Society of Hypertension
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お手入れと保管

エラー表示が出たときは
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お
手
入
れ

保
　
管

水または中性洗剤をしみこま
せた布でよくふき取り、乾い
た布でからぶきしてください。

ベンジン、シンナーなどを使
用しないでください。

腕帯は洗濯したり、ぬらさな
いでください。

〈注意〉
上記の注意事項、その他の
正しい使用方法をお守りい
ただけない場合は、品質に
責任を負いかねます。

測定が正常に行われないときは、次のようなエラー表示が出ます。正しい使い方で測定しなおしてください。

ベ
ン
ジ
ン 

シ
ン
ナ
ー 

長期間ご使用にならない場合
は、乾電池を取り出して保管
ください。

直射日光、高温、多湿、ホコ
リ、腐食性ガスの多いところ
に保管しないでください。

エラー表示マーク 原　因 対処のしかた

加圧が足りなかった。

測定中に腕やからだを
動かしたり、話をした。

加圧スイッチを押し続
けるなど、300mmHg
以上加圧した。

乾電池が消耗している。

「 」マークを確認します。腕やからだを動
かさないようにして加圧スイッチを押し、もう
一度測定をしてください。再度、「EE」マーク
が表示されたときは加圧スイッチを押し続け、
予測される最高血圧よりも約30～40mmHg
高い値まで加圧してください。

「 」マークを確認します。腕やからだを動
かさないようにして加圧スイッチを押し、もう
一度測定をしてください。

4本同時に新しい単3形乾電池に交換してくだ
さい。 （5ページ参照）

ご使用中に異常が生じた場合は、まず次の点をお調べください。

こんなとき

電源スイッチを入れても何
も表示しない。

圧力が上がらない。

「EE」が表示され測定がで
きない。

「E」が表示され測定ができ
ない。または血圧値が異常
に低く（高く）測定される。

その他の現象。

血圧計が正常に動作し、正
しく測定しても…。
・病院で測定してもらった
値より低い（高い）。
・測るたびに血圧値が違う。

点検するところ

乾電池が消耗していません
か。

乾電池の の向きが間
違っていませんか。

エアプラグが正しく本体に
接続されていますか。

エアプラグがはずれかけて
いませんか。

加圧中に腕を動かしていま
せんか。

腕帯が正しく巻かれていま
すか。

測定中に会話をしたり腕を
動かしたりしていませんか。

まくりあげた上着（下着）
で腕を圧迫していませんか。

直しかた

新しい乾電池と取り替えま
す。 （5ページ参照）

乾電池を正しく入れます。
（5ページ参照）

正しく接続します。
（5ページ参照）

エアプラグを奥まで挿入し
ます。 （5ページ参照）

加圧スイッチを押した後は
静かに測定します。

（7・8ページ参照）

腕帯を正しく巻きます。
（5・6ページ参照）

静かにして測定します。
（11ページ参照）

圧迫している上着（下着）
を脱いで測定します。

（5ページ参照）

電源スイッチを入れ直して、最初からやり直してください。
乾電池を交換してください。

血圧Q＆Aを参照ください。 （9ページ参照）

※上記の方法でも、正常に測定ができない場合は故障が考えられます。製品の故障および修
理の依頼につきましては、13ページに記載のオムロンお客様サービスセンターまでお問
い合わせください。

※ごくまれにその方の体質上誤差を生じて測定できない方がおられます。このような場合に
もオムロンお客様サービスセンターまでご相談ください。
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名　称 オムロンデジタル自動血圧計
形　式 HEM-741C

表示方式 デジタル表示方式
測定方式 オシロメトリック法
測定範囲 圧力／0～280mmHg

脈拍数／40～200拍毎分
精　度 圧力／±4mmHg以内

脈拍数／読み取り数値の±5％以内
加　圧 自動加圧方式
排　気 自動急速排気方式
圧力検出 静電容量式圧力センサー
電　源 単3形乾電池4本
電池寿命 高性能マンガン乾電池(黒色)使用時約300回

（室温22℃1日2回170mmHg加圧の場合）
使用温湿度 ＋10～＋40℃・30～85％RH
保存温湿度 －20～＋60℃・10～95％RH
本体質量 約440g（電池含まず）
外形寸法 幅128×高さ63×奥行き107mm
腕　帯 幅140×長さ480mm(質量約130g)

エア管長さ600mm
電撃保護 内部電源機器B形
付属品 腕帯、単3形乾電池4本、取扱説明書（品質保証書

付き）
別売品 大人用標準腕帯(HEM-CUFF-N)

※お断りなく仕様を変更する場合がありますのでご了承ください。

大人用標準腕用腕帯
型式：HEM-CUFF-N
※対象腕周22～32cm（上腕中央部）

別売の腕帯にはエアプラグはつ
いていません。

エアプラグは捨てないで別売の
腕帯にセットしてお使いくださ
い。

［別売品］
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むろんオムロン

通信料無料

通話料無料

修理・商品に関するお問い合わせ
別売品・消耗部品のお求めは

オムロンお客様サービスセンター

0120-30-6606
0120-10-1625

受付時間 9:00～19:00 月～金（祝日を除く）
都合によりお休みをいただいたり、受付時間帯を変更させていただくことがありますのでご了承ください。

修理には、便利な引き取りサービスをご利用ください。

商品は
別売品は

別売品・消耗部品は、インターネットでもお求めいただけます。

オムロンインターネットパーツセンター

http://shop.healthcare.omron.co.jp
24時間受け付けています。（通信料、送料はお客様ご負担となります。）

オムロン健康商品ホームページ

http://www.healthcare.omron.co.jp/
※通信料はお客様ご負担となります。

修理は
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